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2023年 7月 1日 

Mothering 

まだまだ梅雨のお天気が続いていますが、晴れ間が覗いた日にはとても気

温が高くなり、夏の訪れを感じるようになりました。梅雨と夏の合間の時

期ですので、よく眠れない、食欲が落ちるなど不調になるお子さんもいる

かもしれません。またコロナ 5類への移行に伴い、抵抗力が弱いお子様の

夏風邪などの感染症で、お休みするお子様も増加しています。今月からお

天気や気温と相談しながら水遊びも始まります。お家でのお子様の様子も

伺いながら今月も学習や遊びを楽しく過ごしていきたいと思います 

Health Bulletin  

ほ け ん だ よ り

 

こどもの感染症 

に注意報！！発令 

 

6月のニュースにも話題になっていますが、全

国各地でこどもの感染症が増加しています。夏

は、子どもの感染症が流行しやすい時期です。

夏風邪と言われる「ヘルパンギーナ」や「手足

口病」の流行のスタートが 5～6月であること

を知っていますか？ 夏に向けて患者数がだん

だんと増えていき、7月にピークを迎えます。 

右の表には“こどもの感染症”として夏に流行するものを載せました。「どうすれば感

染症から身を守ることができるのか」「どんな症状があるのか」などをご参考にしてい

ただき、再度手洗いをしっかり行うなどの感染予防に努めていただければと思います。 

↓6月 3週目さいたま市さいたま市の感染状況です。 

 

【病児保育をご利用ください】 

保育園ではお熱が出たり、下痢をしたり、鼻水、咳が出たり…と様々な症状のお子様が登園後に早

退しております。一人が発症するとすぐに他のお子様にも感染が拡大いたします。こども達が安心し

て園生活をすごせるよう、そして保護者様の安心のためにも、お仕事の途中で呼び出されないよう

に病児保育をご活用ください。詳細は各園の保育士・看護師にご相談ください。 

引用文献：東京都 福祉保健局 


